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■TOPICS：

１．ごあいさつ

２．5月12日(水) ぎふフューチャーセンターを開催しました

３．6月14日(月) フューチャーセンター入門 学生企画を実施しました

４．6月20日(日) フィールドワークで田植えを行いました

５．行事案内

２. 5月12日(水) ぎふフューチャーセンターを開催しました

こんにちは。2021年始まってすでに半年が経ちました。2021年度の新たな大学生活も皆さ
ん慣れてきたころかと思います。巷では新型コロナウイルスのワクチン接種が始まったり、東
京オリンピック・パラリンピックの開催があったりと、社会の大きな変化が間近に迫ってきて
います。大学生の私たちに間近に迫っているものといえば、期末考査ですね。社会の変化に負
けず、期末考査にも負けず、今月も大学生活を有意義に過ごしましょう。
今回は5月・6月の活動について紹介をしていきます。（応3・只井）

5月12日、瑞浪市と合同で開催されたぎふフューチャーセンターに参加しました。今回のテーマは
「まちづくりのための幸せ」です。瑞浪市は「幸せ実感都市」をかかげていて、そのための施策に取り
組んでいます。「幸せ」をどんな時に実感するのか、改めて考えるために「自分たちにとって幸せとは
何か」「幸せになるために自分たちでできることは何か」「幸せになるために他者との協働でできるこ
とは何か」「幸せになるためにまち（市役所）とともにできることを考える」の４つのセッションで順
に考えを深め、最後に「幸せなまちビジョンを提案する」をテーマに未来の瑞浪市を表すフレーズを考
えました。

1. ごあいさつ

瑞浪市からは市役所職員の方6人と市民の方6人が岐阜
大学までお越しになり、大学生9人を交えた合計31人で話
し合いを進めました。
様々な経歴の方々と意見を交わし、「幸せ」という漠

然とした概念について自分の考えを深めることができま
した。また、最初は自分の意見を伝えることが怖かった
のですが、職員の皆様に場を和ませていただいたおかげ
で、次第にリラックスして話すことができるようになり
ました。（工3・南谷）

👆まずは和気あいあいと自己紹介

提案された
「未来の瑞浪市を表すフレーズ」
〇みんなともだち！みずなみし
〇つながり広がる みずなみ市
〇未来へ生きる
〇Home Made 家族

👆話し合いは熱心に

👈最後に発表



ご意見・ご感想、お待ちしています！！
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〇8月17日 上級段階科目合同成果発表会
○9月1日、2日、7日サマースクール2021開催予定

５. 行事案内

３. 6月14日(月) フューチャーセンター入門学生企画を実施しました

👆各自これからやり
たいことを発表

金華山の西側麓、達目洞（だちぼくぼら）で田植えを行い
ました。達目洞自然の会の方のご指導のもと、全学共通教育
科目「人と自然との関わりから見た岐阜」「教養の宇宙地球
科学（ESD入門）」の受講生と、公認サークルESDクオリアの
学生たちが中心となって午前と午後、２回に分けて４枚の田
んぼに苗を植えていきました。
達目洞はさまざまな希少種も生息する湿地環境で、田植え

の前後に現地見学会も実施しました。
今まで経験してきた他の田んぼの泥と比べて粘り気が強く

足を取られやすい環境で苦労しましたが、普段できない田植
えの時間をかみしめながら楽しむことができました。

（教2・松尾）

👆達目洞のアイドル・ヒメコウホネ
色々な花や虫も見ることができました👉

👆全員集合！（午後の部）
👈目印のl溝引き。結構重い…

４. 6月20日(日) フィールドワークで田植えを行いました

開催されたフューチャーセンターのテーマ
〇スムーズで快適な理想の昼食空間とは
〇オンライン新歓等での先輩・新入生間の情報交換
を円滑に進めるためには？
〇コロナ禍での授業形態の経験を活かしてコロナ終
息後、コロナ以前よりも充実した授業を考えよう！
〇おうち時間を充実させる方法

👈アイスブレイク中
※踊ってる訳ではありません

👈身を乗り出して
話し合い

担当幅を決めて
各自のペースで
田植え 👉

地域協学センターが提供している全学共通教育科目「フューチャー
センター入門」では、受講生自身がフューチャーセンターを企画・運
営します。講義の中で準備してきた企画を全４チームがそれぞれ開催
しました。
その中の一つである「オンライン新歓等での先輩・新入生間の情報

交換を円滑に進めるには？」のテーマでは、実際に学部もサークルも
バラバラな先輩・新入生が集まり、それぞれ今年の新歓でよかったと
ころ、もっとこうすればよかったのではないかと思うところを話し合
いました。
サークルの勧誘が難しい中、先輩も新入生もさまざ

まな工夫をしてサークルの情報を発信、受信している
ことがわかりました。ま、た活発な議論ができたこと
でどのようにすれば新歓がより充実するかそれぞれが
深められたと思います。来年以降の新歓にも生かした
いと思います。（教３・岡部）


